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Abstract：The ability to use development support techniques is one of the basic requirements for 
teachers of early childhood education. It is essential that children who suffer from impaired devel-
opment （due to bullying, acts of violence, truancy） receive as early support as possible outside of 
regular support available at elementary school.  This paper will address the following related is-
sues:
1. How to recognise and identify problems.
2. How to support those children affected.
3. How to deal with future problems.









































































 　 ３名（X+１年度の　15.8%） 
（４）21年～23年の経年観察対象児 











































































５（男子，６歳０カ月）   
　片づけられない，不安感が強くパニックになる 
６（男子，６歳１カ月）   
　集団行動でパニックになり，気分にムラがある 








⑩（女子，４歳７カ月）   
　自分のペースで動き集団行動が苦手気分にムラ
　　➔23年-３




13（男子，５歳２カ月）   
　気分にムラがあり人が変わると態度が変わる
14（男子，５歳９カ月）   
　発音が不自然で不器用，指示が伝わらない




17（女子，４歳７カ月）   
　言葉が少なく，お漏らしがある
18（女子，５歳３カ月）   
　片付けができず，言葉数がすくない




































































































































































































































　 　  その場合，サポートを求めている保護者への具
体的なアドバイスによる，継続的サポートが，
子どもを動かす大きな力となる。
（２） ひきこもり傾向にある子どもにとって高校進学
の時機（ひいては高校時代）は，自分自身を確
かめるチャンスである。不登校による学習の遅
れから焦って進路を選択せず，「自分のペースで
きちんと通学できる高校」「自分の可能性を確か
める高校時代」との視点に立った，進路相談が
大切である。
（３） ひきこもりを長期化させないためには，担任や
保護者のみでなく，子どもの課題を共有した，
子どもや家庭を取り巻く関係者たちのサポート
連携が必要である。
Ⅵ　おわりに
　発達支援アドバイザーとしての活動と不登校生への
サポート活動の実践から，幼児教育者に求められる実
日常保育の中で創意工夫がなされる，実践的な発達支
援の在り方をまとめた。早期サポートを意味からも，
図１にあるように日常生活の中で，発達を支え育てて
いくことが大切である。
　保育現場の中では，さらに①保護者との協力体制の
在り方，②医療機関・療育機関・小学校をはじめとし
た支援連携の在り方，が重要であり，今後も実践的な
検討を進める。
　そして，本学で実践する子育て支援事業のプログラ
ムや心理教育相談室の充実を図りながら，地域支援体
制のモデルづくりと，実践力のある幼児教育者の育成
を目指していきたい。
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